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-汽車が停まる。 

僕は蓼を見 r いる。 

蓼の中で、僕は幾億の星の中を旅し r いる。 
僕は無数の世界を旅し I いる。 

汽車は駅に停まっている。 

翳の様な、たくさんの甭客が降 or ゆく。 


なん r t 願 I ゝがかなろ都市？ 
きれいな街だ。 

願いがかなろのか。 

. いいな0 


ちし、僕の願いがかなラなら 


〇 

















むかし?^かし 
ぞれはぞれはとっても昔。 


宇宙には簡ちなく 

ただ一人、アタ厶と I ゝう存在だけがいました。 













宇宙には価ちあ D ません。 

なので、アタ厶は『世界』を副ることにしました 

ぞれちたくさん。 












mm を嬲るためには、人間が必要です。 
たくさんの『世界』を劏りたかったので、アタ厶は 
子孫を增やすため、リリスといラ奥さんを劏〇ました 

けれども 

はじめてのことだった®で、リリスは-。 













o 


とにかく色々あって 

アタムは別の奥さんを嬲ることにしました 


今 


度は前 mo > 


を活かし 


『宇宙の土』から謂ることにしました, 
















こうし r イヌが生まれました 













アタ厶とイフは結贈し 
たくさん©子孫を産み出しました。 

ぞの結果、どんどん『世界』は增えて:いきました。 














宇宙には元 <7 砷轘達が I ゝましたが 
人間が彼らを見つけるまで 
彼らは宇宙にいないのと阃じでした。 













けれど乇人間達が僧えたことによつ r 
砷轘達 t 現れました。 

砷轘達は人間達にあがめられ、祀られて 
色<?な砷にないました。 










ぞして沖のよい神、悪い神が現れて 
戦争をするよラにな0ました。 

色 <7なところで神 <7の戦争が始まり 
宇宙全_に広が0ぞうになったので 
アタ厶はせっかく劃った『世界』を芍ろラと考えました 








こラし 7： 『世界』といラ S の本を芍る 
宇宙といラ名の図書館の司書である 
ャミといぅ存在が 
生まれたのです0 
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『図書館世界 J 



出 gu は突然でした。 

倔気なく1較のヤミの絵を見ながら 
泅気なく H 手でピアノに醜れ 
生まれた4小節のフし一: X 。 

すぐにぞの揚の譜面にメモを 
残したのを鮮明に覚えています。 
ra 書館』 r 宇宙〗『児童交学』 r 実験 j 
4つのキーワードをおちちやにしていこからは 
ただ、書き 1 たい、伝えたい、といラ気持ち 
をぞのままに fi 組の E 線組を、音符といラ言祭で 

埋®ていさました。 




子供の視点から見た児童交学の世界は、僕の中で 
r 不思議な世界』フラス r ちょっび d 恐い』 

とい* 3® 象が強く、ぞのよラな世界観を出すた® 

この楽曲には r 子供視点 j といラ 
アフ□ーチが多く取 d 入れられて I ゝます。 

編曲時の楽器耩成も、 Acoustic Bass , Violin , Oboe と 
演奏の ttR によっては、不思議な世界 C 導いて:くれる 
音芭の物はか D を取*9入れています。 

また、ゼんな楽器達を演奏する気鋭のミュージシャンに％ 
r 子供の通び心 J をスバイスとした、包由な演奏を M 
して:もらいました。ぞうやってしコーテイング時に 
用意した8楽器の譜面ち最後には全く遠った物 fc 1 
なっていたりと、逆に、それが r 実醭 j という要素を， | 
非常に癌じさせる楽曲に繫がった、大きな _， 
瞾 H だと思っ r います 


〇 


き 


また、この楽曲を騸いていると、 r どこの b 蕖？ j と 
疑問に思う方が多いと思いますが、現実では 
ありえない r ヤミと_子と本の旅人 j の世界を 
表現する為に、英語 rt 、 フランス語で t ない 
7 fu ジナ j L ® e 語を作〇たいと 
最初の段腌から思っていました。 

現実 r はありえない證語『ヤミ語 j で 
この®大な世界は謡われてI〗ます。 

この r ヤミ語 j を水を得た魚のよラに 
u さいさと謡ろボーカ ij スト佐藤裕美の 
遠った才能に鼷さつつ、この作 h を 
お楽しみ下さい。 



みなさんがこの曲を騸さ貽®た時にはちラ 
m の世界に迷 I >込んで1 >るはずです< 


〇 


卜 


m 
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01 / 蓼親深遠 

佐臁裕 IKHiromi Sato) 

It 糖範康 (Noriyasu Agematsu) 
: 糴棒 、': _ 類 Kazuhisa Negishi) 

:弦-賺 (GeiHUetsu>'^| 私 

山洋 (Hiroshi Shibayama 邏隊 



















r 時間をち超えた世界を繫ぐ j 


ヤミの世界では『列車』が世界と世界を繫ぐ 
重要な役割になって I 〗ますが 
これを、音楽といろ世界で表現することが 
出来ないちのかと、考え込みました。 

ぞこで思いついたのが、2つの全く遠った世界の 
民族音楽を繫げると I ゝろ発想でした。 

2曲目は r 繫が oj といラ言蕖を 
キーワードに劏られ ri >ます。 

まず、最初に流れてくるアンビエントな 
音楽は一世紀以上 t 前の大昔のアメリカで繁泶を 
鯖けたインテイアンの音楽を 
取 d 入れて劏られています。 

誇 d 島きインテイアンの笛をアンビエントの 
垂 d で a み込み、このまま一つの作 h にしたい 
といろ気持ちを押さえ、贅沢に、あえて楽曲の 
イント n だけに使用しました。 

また、曲の遝中雰囲気 t 変わ〇、気高き 
Mandolin と Accordion、Viol in の g き 
から ffS まる t の寂し気な音楽は、索ヨー□ツバに 
最初の交化的婚跡を残した、ケ几卜人の音楽を 
取り入れて謂り、ゼこに日本屈指のホーカリスト 
ホ建さんに r ヤミ語 j で〇貝って: t らっ r います。 

種を越えた民族音楽のミクスチャーは、どことなく 
曠かしく、不思議な足跡を心に残し 
ある寵腕、ヤミのイメージア JU 彳厶には 
不01欠な t のに费わって:いきました。 












r 音を描く j 


Acoustic Guitar の音色は、単独だと孤独慼 
重ねると暖かさを、かき_らすと少し傲慢な 
力強さを現し、良い弾き手が扱わないと 
音色に曲を腊われて、せっかくの作品を B なしに 
してしまラ揚 B があるほど、シンフルなのに 
扱いが難しい楽器です。 

でち、上手くキャンバスに描けは最高の色彩を 
持つ絵具で、僕が副る楽曲の中でち 
一番使用頻度の高 I ゝ楽器です。 

また、鹿中から出てくる Violin ち、クラシックの 
弾き H とは全 < 異なった奏法で弾 < ことで 
ケルトの世界を十二分に表現するための 
大事な®割を担っ r います。 

ぞして、楽曲の遝中のソ□は、弦一徹されの 
Viol in へのこだわりと職人瀰を 
見せつける素腈らし I ゝ演奏です。 

ぞ /v な Acoustic Guitar と Viol in の 
轘<7な姿を、2曲目と韻を踏んだケ几テイックな 
キヤンバスに、 Back Ground Vocals , Fletless Bass , 
民族楽器で膝付けをし、描いてみました。 

ヤミの世界の中の一つにこラいラ世界があったら ••• ？ 
feel の中で t 上糖芭がとてち強 I ゝこの楽曲は僕からの 
r こラい*3ヤミの世界 t あるだろ OJ 
と I ゝラ想像から生まれた t のです。 

テッサンから色付けまでス厶ースに描けた 
10曲の中で一番好きな楽曲です。 




















ヤミの世界の列車の車窓から見る景色は 
一饨どのよラな景芭なのでしよラか？ 

銀河鉄道を思わせる、煌めく星の広大な海なのか？ 
それとも、ぞこには冊ちない 
ただた:だ漆黒の無の世界 • • • ？ 



この楽曲は r 列車に揺られる一人の旅人 j を 
表現しています。旅には、まだ見ぬ新世界を 
想像する楽しみ t あ〇ますが、踏み入れた 
事のない領 m に行くといラ、期待感を上妞る 
不 S 感がある t のです。 

この楽曲に登揚する旅人はたった一人で 
孤独に耐えながらどこに佃かうのでしよう？ 


15糴類 |)A 上の打楽器は列車を、3曲目の主役だった 
Acoustic Guitar は旅人を演じます。 

曲遝中の Fletless Bass のメ〇ティーは新しい景色 
Piano は不 S 癌 、 Back Ground Vocals は 
ヤミ語で旅人の慼膳を謡います。 


悃度 tffl 度退される旅人の4小節の 
囘じメ□ティーは様ぐな音に影響され、曲が 
進行するにつれ遠った慼睛を出していきます。 

旅の最後には聴こえなくなる程、 HO の音に 
かき消され、旅人は诃を見つけた®でしよろか？ 



.^kikF lctlcs? 

flfwous 

ll^Slii.slic 

'，ご、 


04/ 碧空零澄 

作詞 • 作編曲：上松範康 (Noriyasu Agematsu) 
yFlctless Bass : 術岸棚寿 (Kazuhisa Negishi) 
IScoSc Guilar : 削 （ 騎 (Ryuji Maki) 


; 画 Acoustic Piano : 上粉赖康 (Noriyasu Agematsu) 

" .人' .. f , 广/ , , 

Back Ground Vocals : 小練 (Mokuren) 

All Other Instruments & Programming : ■上軟範康 (Noriyasu Agematsu) 





r 無 j 


r 無 j の状態といラのはどういうものでしようか？ 
日常の生活ではなかなかその状態に包分の心を 
置くことは難しいことだと思います。 

音楽を劏る一人の人間として嬉しいことは 
音楽の中にぞれを見つけることが出来ることです。 
ピアノの前に一敉の絵を置き、見つめ 
そして:ピアノを弾さ始める。 

包分の心を r 無』の状態に賺<。 

すると不思議なことに、そこに『自分 s 身 j の 
姿を見つけることが出来ます。 

ぞして奏でる。。。 

これは僕包身も、音楽を奏で r いる時以外に 
感じることの出来ない、不思議な感資です。 

.へ• 今 '名 .爲:‘ 

この楽曲はヤミの一敉の絵を元に、完全に 
邸興でピアノを弾き、その上に様クな楽器で 
彩〇を加えていくといろ手法で劏〇ました。 

す 1 V ' - ^ ；：i. « ^ 

すべてのインスビしーシヨンは一敉の絵。 

邸興で弾 I >たピアノの上にまた完全な 
インフ□ビゼーシヨンのギターを重ねていく。。。 
途中出て:くるチェ□の裏では 
沥重に t 重ねたウクしし達。思いのままに 
「音楽』といラ絵を描いていさます。 

この曲は音楽用語でいラ r ボリリスム』の 
曲になっています。 

4汨子で t カウント出来るし 
6汨子で t カウント出来る。 

これ t 頭で考え r やったことではなく 
全 r ヤミの世界から曄〇てきた音（ことは）達。 
r 無 j の状態に心を置いたと者 
ぞんな音（ことば） t 藺こえ I くるのです。 



05 / 星屑豔流 

作 _ 曲：河 111 璀宏 (Takehiro Kawabe) 

Acoustic Piano, Acoustic Guitar & Ukulele : 河辺缠宏 (Takehiro Kawabe) 
Cello : S 沢真己 (Masami Horisawa) 

Back Ground Vocals i ホ蘧 (Mokuren) 

All 01 her Instruments & Pn^ramming : 河 ill 健宏 (Takehiro Kawabe) 














それはど/!;な人問に tM わっている熱い®_。 
鼓動が m ま〇、 躍動■に満ちていく。 

人はまた、肋人の腊熱に動かされ、自分を 
動かしていく原動;]とちなっていく。 

裔煜に発達した又明 ag の中において : t 
人間という r 動物 j が忘れることのない__。 
この熱い鼓動の高ま〇、興奮をなくしたとき、 
人は[人』ではなくなってしまうのか見知れません。 


またどのよラな ag に t 渦巻いている 
人間の欲望、ぞし r 虛しさ 
ゼれらは複雑に絡み0つて紅 s の中で 
同居しているはずです 
都 g の膣騒とその中に潜む静けさ 
r 睛熱 j と『孤独』 

ぞしてそこからまた生まれるプ]。 

• クこの楽曲はぞんな両櫬蹦な慼睛を 
•.表現しています 








































r 藤姬 j 

月光が香る中 
俊風は賴を散らせ 
華麗に舞い 
• 花 m よ I 
天空から舞い曄 *3 る 
藤! IB を祝福する 


籐 IB が夜空から舞い降 *3 る1敉の絵に 
どれだけの衝撃と感動を覚えたか。 
r 早く音楽を劏0たい！ J といろ慼_が先走0 
弓回の10曲の中、 • まっ先に手を付けたのがこの曲でした。 
し しかし、ぞの感動という感_は r 
&二の縊に見 S ろ音楽を僕が劏れるのか？』 

cts 時代を音でどう表現したら •• - i ^ m x 
1とれう恐怖感に変わ0、まったくメ□ティーが 
思 I ゝ付かな L ゝ状態になってしま I ゝました。 

冊度 Piano に®かっても、偽物のメ□ディ^-はかりが 
_面を埋めていき、結局、一番最初に手をつけた楽曲は 
一番最後に完成を見ることになってしま fi ました 
ゼんな膠着した状態の中ぼんや0と絵を眺めて:いたら 
ふと、 琴の音芭が脳裏を涸 0 ました。 

単純な良くあるラインのメ□ティーですが 
これ程この時代を表現出来る楽器はないと感じ 
すぐさま作曲を続けました。 

ぞこから、 R 八、鼓、鈴、 Piano とどんどん楽器耩成« 
決まっていきましたが、ある程度完成が見えて:#為 
亏一つこの世界を表現する、なんとい:^/4~ 

言禁 C 現わすと J 儀 J といラ綱細なちの觸 
^ 欠け r いる m じがしてきてしまい、まわ屯 
r 煮詰ま〇モード j に入ってしまいまじた 
__ そんな中、肋け舟を出してく怒の« 
t Viol in の弦一徹さんでほんの少 ftD 

, % r 平 s 時代 j というキー0—ドから 

この楽曲を数倍よくする演奏を ut < れたのです 

尊- ” 擧 

ヤミを通じて r 改めて音楽の深さに気付かされまじた。 



07 / 紫謂蔣浪 

作 Si 曲： J : 軟 ^lJl(Noriyasu Agematsu) 

Acoustic Piano : 丄粉範康 (Noriyasu AgemaLsu) 

Violin : 弦 jffi(Gen-itteLsu) 

Back Ground Vocals : iKM(Mokuren) 

AH Other Instruments & Programming : 上軟赖嫌 (Noriyasu AgemaLsu) 




I 人の包分 J 

僕は作家になるまでは、 

ビアニストと I ゝラ職を一生の tt 事にしたいと 
思っていまし£。ぞの気持ちは、弓で t 
僕の心の奥庭に潜んで I ゝます。 


「feel が感じたヤミの世界を包由に作曲して欲しい。 
この B 蕖をクライアントさんから戴I >た時 
作家としての0分の心は 
r この tt 事を成功させる為に全；]を鼠くす。 J 
といラ気持ちで強く固まりました。 

しかし、包由に • • • という S 禁が、明っていた 
f ビアニストとしての目分 J を目覚めさせる 
きっかけとな D、 衝動を抑えることが 
出来なくなってしまいました。 


ぞして、ある一つの笞えに行き着さました。 
rss 鐽の包と黒の線路を思うがまま秩走したい。 j 

と•へ 

ピアノとIゝラ歴史の侵Iゝ楽器を 
ゼの歴史の10分の It 生さていなIゝ僕が演奏し 
し！] ー テインヴするというのはある意腕 
子供が大人に戦Iゝを挑むように 
r 無鼸 j なことかちしれません。 

しかし、あえてこの楽器1つで 
ヤミの世界をどこまで表現出来るか ••• ？ 
r 挑戦 j といろ好奇; im こは勝てませれで life。 
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r « 事の糖ま dc は、肜ず終わ〇がある j 

• • • * 

謹ち窫える事©出来な I >こ © 法 W は 
思_で»»3、哀しいちのです。 

音楽 Ct また、終让符という 
s しい符 e # あるのです ••• 


〇 








io/iia 月 生 

作編曲：上 糖 IG0(Noriya»i Agematsu) 

All the Instruments & Programming : 上糖範蘭 Noriyani Agematsu) 
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Directed by Noriyasu Agcmat^j 
All Songs Mixed by Junpei tujita 
Except 1,5,6 Mixed byyakehirc^Kawabe] 
Magician : Hitoshi Fujima 
Studio Assistant : Daisuke Kikuta 
Recorded at Studio Riverside _ 
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